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と
解
説
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
現
存
最
古
の
注
釈

（
元
禄
版
が
刊
行
さ
れ
、
ほ
ぼ
六
十
年
後
）
で
、
参
考
資
料
と
し
て
の
価

値
は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
村
径
で
自
筆
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
道
心
金
剛
幻
が
序
文
を
、
ま
た
荻
澂
水
が
跋
文
を

添
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
人
に
つ
い
て
は
、
村
径
が
自
筆
紙
片
で
、

道
心
金コ
ン
コ
ウ剛

幻ゲ
ン

豊
瑞
律
師
ト
モ
号
ス
荒
陵
山
ノ
隠
僧
也

荻オ
ギ
テ
ウ
ス
イ

澂
水

一
、
は
じ
め
に

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）
で
は
、

俳
諧
注
釈
書
。
自
筆
稿
、
大
二
。
村む

ら
み
ち径
著
。
宝
暦
九
（
一
七
五

九
）・
一
〇
、
道
心
金
剛
幻
序
。
同
一
〇
・
一
、
荻
澂
水
跋
。
現
在

知
ら
れ
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
注
釈
的
研
究
書
の
中
で
最
古
の
も

の
。
詳
細
な
注
記
が
あ
り
参
考
資
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
。
綿
屋

文
庫
蔵
。

『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
漢
詩
文

塚
越
義
幸
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荻
ノ
玄
常
号
ス
浪
花
ノ
醫
家
也
富
春
叟
ノ
入
レ

門ニ

嗜ム
レ

詩ヲ

深
弟
也

村
径姓

ハ
鴻
池
名
ハ
好
之
字
ハ
信
古　

松
跡
菴
湖
照
入
レ

門ニ

嗜
二

俳
諧ヲ
一

奥
の
細
道
ノ
註
右
三
選
也

と
書
き
記
し
て
お
り
、
最
後
に
「
右
三
選
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
人
が

こ
の
注
釈
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

道
心
金
剛
幻
は
、
号
は
豊
瑞
律
師
で
、
荒
陵
山
（
四
天
王
寺
）
の
隠
僧

で
あ
る
。
杉
浦
正
一
郎
氏
は
、
彼
の
位
牌
か
ら
「
豊
瑞
金
剛
幻
法
師
で
湖

照
門
下
で
は
直
淵
と
号
す
。
明
和
四
丁
亥
年
十
一
月
三
十
日
。
行
年
六
十

一
歳
」
で
あ
っ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
。
（
１
）

金
剛
幻
は
僧
侶
で
あ
り
、
湖
照

（
に
お
て
る
）
の
門
下
と
し
て
俳
諧
に
勤
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

湖
照
に
つ
い
て
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
は
、

俳
諧
師
。
生
没
年
未
詳
。
別
号
、
松
跡
庵
。
淡た

ん
た
ん々

門
。
享
保
期
に

大
阪
で
活
躍
し
た
が
、
享
保
一
一
年
、
点
業
を
廃
し
て
故
郷
へ
帰
っ

た
。
編
著
、『
続
に
は
く
な
ぶ
り
』、
淡
々
高
点
付
句
集
『
門
柳
曲
』、

作
法
書
『
蓬
莱
山
』
ほ
か
、
追
善
集
、
一
周
忌
『
も
な
か
の
鐘
』（
直

淵
編
）
一
三
回
忌
『
両
大
仏
』（
村
径
編
）

と
あ
り
、
淡
々
門
下
で
十
三
回
忌
『
両
大
仏
』
は
村
径
が
編
集
を
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
深
沢
了
子
氏
は
、

金
剛
幻
は
大
坂
四
天
王
寺
の
僧
侶
で
、
村
径
よ
り
四
歳
上
の
兄
弟

子
で
、
享
保
二
十
一
年
の
湖
照
の
一
周
忌
追
善
集
『
も
な
か
の
鐘
』

（
元
文
六
年
）
の
編
が
あ
る
。
湖
照
の
文
台
を
、
の
ち
同
門
の
定
雄

に
渡
さ
れ
る
ま
で
預
か
っ
て
い
た
の
も
金
剛
幻
で
あ
っ
た
（
宝
暦
四

年
半
時
庵
社
中
歳
旦
）。
宝
暦
元
年
頃
に
出
家
し
た
ら
し
く
、
そ
の

後
は
特
に
誰
か
に
つ
い
て
学
ん
だ
形
跡
は
な
い
が
、
俳
諧
を
止
め
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
村
径
と
は
親
し
く
、
出
家
後
、
湖

照
か
ら
授
け
ら
れ
た
『
俳
諧
御
傘
』
注
釈
書
『
蓬
莱
山
』
を
譲
っ
た

り
、
村
径
の
句
を
評
す
る
な
ど
（
村
径
著
『
四
時
望
』
宝
暦
九
年
）

の
交
友
が
知
ら
れ
る
。
（
２
）　

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
俳
諧
活
動
及
び
村
径
と
の
交
友
関
係
が
明
白

に
さ
れ
た
。
金
剛
幻
は
そ
の
序
文
で

好
士
村
径
一
帖
の
さ
と
し
難
き
を
倦
こ
と
年
月
と
そ
。
粤
か
し
こ

き
睦
ひ
の
老
耆
荻
氏
は
、
そ
の
か
ミ
東
奥
に
い
ま
そ
か
り
し
時
、
親

疎
の
因
ミ
に
よ
り
〳
〵
此
書
の
う
ハ
さ
を
聞
ふ
れ
ら
れ
し
。
今
は
む
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か
し
語
り
の
や
こ
と
な
き
に
つ
け
て
、
将
そ
の
よ
り
所
か
れ
の
な
そ

ら
へ
な
と
を
か
た
み
に
尋
ね
求
め
ら
れ
し
こ
と
種
を
、
愚
童
に
摸
す

へ
く
猶
わ
ら
ハ
へ
か
思
ひ
よ
る
を
も
加
へ
て
と
な
り
。
お
も
ん
み
る

に
、
此
神
の
み
ち
そ
な
た
の
佛
の
の
り
か
ら
、
国
の
聖
の
教
を
敬
ひ

尊
ミ
を
く
ゆ
ら
せ
し
は
、
是
か
道
に
し
て
前
後
代
未
曽
有
の
亀
鑑
な

ら
む
や
。
そ
も
〳
〵
井
の
蛙
の
浅
識
を
も
て
、
な
に
は
の
あ
し
の
短

き
筆
に
四
大
海
の
一
滴
を
そ
ゝ
き
て
し
、
謬
解
臆
説
は
た
だ
正
し
う

し
給
へ
ら
ん
を
冀
ふ
。
其
惟
此
鈔
我
を
罪
せ
さ
れ
。（
序
・
跋
の
句

読
点
は
筆
者
加
点
）

と
村
径
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
真
意
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん

で
い
た
時
に
、
昵
懇
の
老
齢
荻
澂
水
が
東
北
に
行
か
れ
た
折
、
こ
の
本
の

う
わ
さ
を
聞
き
、
そ
の
拠
り
所
と
な
る
こ
と
を
追
究
し
、
子
ど
も
に
も
模

範
な
る
よ
う
に
彼
ら
の
考
え
を
も
加
味
し
て
明
示
し
て
く
れ
た
こ
と
を
述

べ
た
。

　

次
に
荻
澂
水
で
あ
る
が
、
号
は
玄
常
、
大
阪
の
医
者
で
、
富
春
叟
の
門

下
で
詩
を
嗜
ん
で
い
た
と
い
う
。
彼
に
つ
い
て
は
、
深
沢
氏
は
、

『
四
時
望
』
の
澂
水
序
に
、
宝
暦
八
年
七
十
一
歳
と
記
さ
れ
、
村

径
よ
り
大
分
年
上
で
あ
っ
た
。
俳
歴
は
不
明
だ
が
、『
四
時
望
』
に

一
句
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
俳
諧
と
無
縁
な
人
物
で
は
な

か
っ
た
…
…
漢
学
の
ほ
う
で
適
当
な
人
物
が
み
つ
か
ら
ず
、
或
い
は

宝
暦
十
二
年
に
大
阪
で
没
し
た
淡
々
門
の
俳
人
富
春
齋
瓢
水
の
門
人

で
あ
っ
た
か
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
俳
諧
と
の
繫
が
り
は
確
か
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
彼
が
詩
の
師
と
仰
ぐ
「
富
春
叟
」
は
漢
学
者
田
中
桐ど
う
こ
う江
（
一
六
六
八

～
一
七
四
二
）
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
吉
田
鋭
雄
は

『
田
中
桐
江
傳
』（
池
田
史
談
會　

大
正
十
二
年
）
の
中
で
、

〈
氏
名
字
号
〉

田
中
桐
江
名
は
省
、
字
は
省
吾
、
一
字
は
宗
魯
、
雪
華
道
人
と

号
す
。
通
称
は
初
め
平
右
衛
門
と
云
ひ
、
後
清
太
夫
と
云
ふ
、
後

故
あ
り
て
自
ら
姓
を
富ト
ミ

、
名
を
逸
、
字
は
日
休
、
一
字
は
春
叟
と

改
め
桐
江
と
号
す
、
又
別
に
竹
湾
、
豁
然
居
士
の
号
あ
り

〈
呉
江
社
を
設
く
〉

さ
れ
ば
贄
を
執
り
教
を
請
ふ
も
の
次
第
に
多
く
、
医
を
業
と
せ

る
清
地
以
立
、
其
の
子
以
悦
、
同
じ
く
檜
垣
古
山
、
其
の
子
山

雲
、
荒
木
秋
江
、
張
澂
水
等
相
集
ま
り
、
茲
に
呉
江
社
と
名
づ
く

る
会
を
設
け
、
桐
江
其
の
盟
主
と
な
り
、
講
説
に
詩
文
に
其
の
盛

を
致
せ
り
、
其
の
集
を
名
づ
け
て
呉
江
水
韻
と
云
ふ
…
…
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〈
門
人
〉張

澂
水　

名
は
矩
、
池
田
の
人
に
し
て
、
来
明
と
は
莫
逆
の
友

な
り
、
事
あ
り
て
仙
台
に
行
き
、
芭
蕉
街
に
住
し
、
日
に
簡
編
に

対
せ
し
が
、
享
保
元
年
、
桐
江
の
事
を
友
人
な
る
奧
人
大
和
田
東

発
の
言
に
聞
き
て
、
贄
を
載
せ
て
来
謁
し
、
遂
に
従
ふ
て
詩
を
学

ぶ
…
…

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
富
春
叟
」
は
洞
江
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
門
人
の
中
に
示
さ
れ
た
、「
張
澂
水
」
が
「
荻
澂

水
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
と
す
る
と
、
荻
澂
水
は
漢
学
の
素
養
が

高
か
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
彼
の
自
筆
跋
文
は
、

世
之
誹
諧
称
芭
蕉
翁
者
、
非
其
本
色
也
。
蓋
翁
之
胸
中
、
瀟
洒
磊

落
飄
出
塵
表
。
其
游
誹
諧
者
、
宿
好
之
所
致
而
抑
皮
毛
耳
。
故
吐
唾

動
感
人
。
比
諸
誇
巧
眩
奇
之
属
、
大
有
逕
庭
矣
。
如
此
篇
波
瀾
頓
挫

抑
揚
巻
舒
、
殆
似
得
文
章
家
之
法
者
。
然
今
之
言
誹
諧
者
、
閑
漫
看

過
而
不
賞
其
妙
。
甚
乃
不
及
把
巻
者
亦
有
矣
。
吾
友
村
徑
子
者
少
壯

嗜
誹
諧
、
屢
翫
此
篇
而
稱
其
妙
、
且
憾
世
人
稱
之
者
殆
稀
也
。
於
是

詳
搜
文
意
、
確
考
引
據
爲
之
註
解
。
就
其
道
友
豐
瑞
師
而
正
之
。
師

亦
多
其
意
而
與
其
事
且
作
之
序
。
於
是
翁
之
高
脳
燦
然
明
于
此
矣
。

藁
成
以
示
之
。
余
素
不
識
誹
諧
者
、
雖
然
曽
識
翁
之
行
逕
、
常
稱
此

篇
以
為
鷄
群
孤
鶴
。
此
挙
雖
似
好
事
者
、
為
翁
開
生
面
也
。
無
寧
在

村
径
瑞
師
手
乎
。
感
情
不
堪
痒
、
遂
攄
数
語
爲
之
跋
云
。

と
白
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
（
３
）　

当
時
芭
蕉
翁
の
こ
と
を
賞
賛
す
る
も
の
は
多
か
っ
た
が
、『
お
く

の
ほ
そ
道
』
の
真
意
を
解
き
明
か
し
た
者
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な

中
で
わ
が
友
村
径
が
、
そ
の
文
意
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
典
拠
を
考

証
し
注
釈
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
彼
の
友
人
で
あ
る
豊
瑞
師
が
批
正

し
、
序
文
も
付
し
た
。
彼
ら
二
人
の
手
に
よ
り
、
芭
蕉
翁
の
創
意
が

輝
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
僅
か
な
言
葉
を
添
え
て

跋
と
し
た
。

と
い
う
ふ
う
に
村
径
の
功
績
を
讃
え
た
。

　

最
後
に
、
著
者
村
径
で
あ
る
が
、
自
ら
姓
が
鴻
池
で
、
名
は
好
之
、
字

は
信
古
、
湖
照
の
門
下
で
俳
諧
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一

方
『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
は
、

俳
諧
作
者
。
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
～
天
明
二
（
一
七
八
二
）・
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七
・
一
七
、
七
二
歳
〈
過
去
帳
〉。
武
田
氏
。
通
称
、
半
兵
衛
。
別

号
、
五
嶺
館
・
福
力
庵
。
大
阪
鴻
池
家
の
家け
い
し司
。
湖
照
（
に
お
て

る
）
門
。
編
著
『
福
力
庵
句
選
』『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』。

と
あ
り
、
生
年
で
は
芭
蕉
よ
り
六
十
五
年
後
、
鴻
池
屋
の
家
司
で
、
俳
諧

は
湖
照
（
生
没
年
未
詳
、
淡
々
門
）
に
師
事
し
て
い
た
。
杉
浦
正
一
郎
氏

に
よ
れ
ば
、
村
径
は
、
代
々
鴻
池
屋
の
番
頭
の
家
柄
で
、
彼
の
父
の
代
ま

で
は
鴻
池
姓
で
あ
っ
た
が
、
村
径
が
初
め
て
武
田
氏
（
伴
兵
衛
）
を
名

乗
っ
た
と
い
う
。
深
沢
氏
は
、

享
保
二
十
一
年
の
湖
照
の
歳
旦
以
来
、
淡
々
系
の
俳
書
に
入
集

し
、
宝
暦
二
年
に
は
湖
照
の
十
三
回
忌
追
善
集
『
両
大
仏
』
を
上
梓

し
て
い
る
。
享
保
末
、
二
十
歳
過
ぎ
に
湖
照
に
入
門
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
柿
衞
文
庫
に
は
そ
の
句
稿
・
伝
書
の
類
が
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
筆
ま
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
俳
諧
活
動
の
状
況
が
窺
え
る
。

　

以
上
、
注
釈
に
か
か
わ
っ
た
三
人
を
紹
介
し
た
が
、
杉
浦
氏
に
よ
れ
ば

彼
ら
は
稿
本
『
俳
諧
四
時
望
』
で
も
、
序
や
文
章
を
並
べ
る
間
柄
だ
っ
た

よ
う
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
で
も
そ
の
間
柄
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。『
奇
説
つ
れ
づ
れ
草
紙
』
上　
（
安
永
三
年　

淡
々
述　

富
天

編
）
に
は
、

許
六
が
風
俗
文
選
も
甚
人
に
よ
り
出
来
不
出
来
あ
り
。
俳
諧
文
章

は
奧
の
細
道
を
手
本
と
す
べ
し（
４
）

と
あ
り
、
淡
々
自
ら
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
俳
文
の
お
手
本
と
す
べ
き
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
淡
々
門
の
湖
照
に
師
事
し
た
村
径
や
金
剛
幻
ら
が

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
に
知

人
で
あ
る
荻
澂
水
が
加
わ
っ
て
そ
の
注
釈
に
着
手
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
彼
ら
は
俳
諧
と
い
う
共
通
の
基
盤
を
持
ち
つ
つ

も
、
金
剛
幻
は
僧
侶
と
し
て
、
荻
澂
水
は
漢
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

仏
典
や
漢
籍
か
ら
の
引
用
が
多
く
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
十
分
予
測

で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
荻
澂
水
が
主
に
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
漢
詩
文
の
引
用

を
取
り
上
げ
、
そ
の
傾
向
や
特
質
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
該
当
箇
所

は
七
十
八
箇
所
あ
る
が
、
以
前
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
の
考
察
の
み
を
行
っ

た（
５
）。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
村
径
ら
の
注
釈
の
姿
勢

（
漢
詩
文
の
引
用
と
い
う
立
場
）
を
捉
え
て
み
た
い
と
思
う
。『
お
く
の
ほ

そ
道
鈔
』
で
は
、
注
釈
箇
所
が
深
沢
氏
は
二
百
六
十
箇
所
（
同
箇
所
に
引
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用
が
複
数
の
場
合
は
そ
れ
も
す
べ
て
数
に
入
れ
て
い
る
）
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
漢
詩
文
が
七
十
八
箇
所
（
実
際
該
当
箇
所
に
二
種
類
以
上

の
引
用
が
あ
っ
て
も
一
箇
所
と
見
な
し
た
の
で
、
実
際
の
漢
詩
文
引
用
の

数
は
百
十
四
例
で
あ
る
）
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
決
し
て
少
な
い
数
字
で

は
な
い
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
は
稿
本
で
あ
る
が
、
諸
本
と
し
て
管
見
の
限
り

次
の
二
本
が
存
在
す
る
。
（
６
）　

①
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
（
綿
屋
文
庫
）
本

大
本　

自
筆
稿
本
上
下
二
冊   
序
・
跋
・
村
径
自
筆
紙
片
有
り

題
簽　

お
く
の
ほ
そ
道
鈔
上
・
奥
の
細
み
ち
鈔
下

内
題　

お
く
の
ほ
そ
道
鈔
上
・
奥
の
細
道
鈔
下

②
八
戸
図
書
館
本

大
本　

写
本
上
下
二
冊      

序
・
跋
・
村
径
自
筆
紙
片
な
し

題
簽　

奥
の
細
道
上
・
奥
の
細
道
下 

内
題　

お
く
の
ほ
そ
道
鈔
上
・
奥
の
細
道
鈔
下

以
上
の
二
本
で
あ
る
が
、
今
回
は
自
筆
紙
片
の
あ
る
①
を
底
本
と
し
て
考

え
た
い
。

二
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
詩
文

　

次
に
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
詩
文
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
現
存
最
古
の
注
釈
（
稿
本
）『
お
く

の
ほ
そ
道
鈔
』
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
も
「
詳
細
な
注
記
が
あ
り
参

考
資
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
」
と
あ
る
が
、
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
は

な
い
。

　

杉
浦
正
一
郎
氏
は
、「『
奥
の
細
道
』
最
古
の
註
釋
本
」（
国
語
・
国
文　

昭
和
十
五
年
六
月
）

『
奧
の
細
道
鈔
』
本
文
の
註
釋
の
内
容
で
あ
る
が
、
古
註
の
常
と

し
て
讀
者
の
要
求
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
要
領
を
得
る
註
等
は
少
く
、

概
ね
和
漢
の
古
典
に
多
少
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
の
贅
言
の
多
き
は

當
時
の
註
釋
と
し
て
は
止
む
を
得
な
い
。　
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

以
下
同
様
）

と
、
要
領
を
得
た
注
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
多
少

な
り
と
も
つ
な
が
り
の
あ
る
和
漢
の
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
特
色

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、『
奥
の
細
道
古
註
集
成
２
』「
諸
本
解
説
」（
笠
間



『おくのほそ道鈔』と漢詩文— 463 —

書
院　

平
成
十
三
年
）
で
は
、

…
…
注
解
は
詳
細
で
、
不
必
要
と
思
わ
れ
る
出
典
解
説
な
ど
も
あ

る
。
し
か
し
、
冒
頭
文
中
の
「
月
日
は
百
代
の
過
客
」
の
説
明
に

「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
を
引
用
し
、「
草
加
」
の
条
の
「
白
髪
の
恨
み

を
重
ぬ
…
…
」
に
『
詩
人
玉
屑
』
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
の

は
、
以
後
の
注
釈
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
注
解
は
高
く
評
価

さ
れ
よ
う
。
こ
の
注
解
本
は
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
か
な
り
筆
写
・
参
考
に
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

と
不
必
要
な
出
典
が
多
い
中
、
一
部
「
冒
頭
」
や
「
草
加
」
の
条
の
注
は

高
く
評
価
で
き
る
と
、
賛
否
両
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
深
沢
氏
は
、

引
用
書
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
冒
頭
の
李
白
「
春
夜
宴
桃
李
園

序
」
を
は
じ
め
と
し
、
現
在
典
拠
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
一
致

す
る
例
は
少
な
く
な
い
。
一
方
で
『
唐
詩
選
』
な
ど
、
芭
蕉
が
馴
染

ん
だ
と
考
え
に
く
い
書
を
引
く
例
も
あ
る
。

と
一
部
評
価
し
つ
つ
も
、
芭
蕉
が
直
接
目
に
し
た
可
能
性
の
低
い
『
唐
詩

選
』
の
引
用
に
疑
問
を
抱
か
れ
て
い
る
。
（
７
）　

　

こ
の
よ
う
に
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
の
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
以
後

の
注
釈
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
評
価
す
べ
き
注
と
し
て
冒
頭
李
白
の

漢
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
次
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
お
け
る
漢

詩
文
の
引
用
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
の
引
用
箇
所
は
七
十
八
箇
所
で
あ
る
。
そ
の

中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
漢
籍
及
び
そ
れ
ら
の
用
例
数
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。
用
例
の
多
い
順
に
列
挙
し
て
み
る
。（
同
じ
箇
所
で
同
じ
典
拠
で

『
出
典
名
』
が
複
数
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
を
一
例

ず
つ
と
し
て
換
算
し
た
。
日
本
漢
詩
は
準
漢
籍
で
あ
る
が
、
今
回
入
れ

た
）

十
一
例
＝
『
論
語
』

九
例
＝
『
杜
律
』（『
杜
律
集
解
』
か
）

八
例
＝
『
孟
子
』

七
例
＝
『
字
彙
』

六
例
＝
『
荘
子
』・『
文
選
』

五
例
＝
『
白
氏
文
集
』

四
例
＝
『
詩
経
』・『
古
文
真
宝
後
集
』・『
唐
詩
選
』

三
例
＝
『
左
伝
』

二
例
＝
『
中
庸
』・『
老
子
』・『
書
経
』・『
大
学
』・『
大
明
一
統
志
』

一
例
＝
『
礼
記
』・『
列
子
』・『
淮
南
子
』・『
四
書
大
全
』・『
呉
越
春



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 464 —

秋
』・『
晋
書
』・『
捜
神
記
』・『
山
海
経
』・『
博
物
誌
』・『
述

異
記
』・『
海
内
十
洲
記
』・『
遊
仙
窟
』・『
世
説
』（『
世
説

新
語
補
』
か
）・『
唐
文
粋
』・『
続
文
章
規
範
』・『
事
文
類

聚
』・『
爾
雅
』・『
礼
部
韻
略
』・『
古
今
韻
会
挙
要
』・『
本

朝
文
粋
』

そ
の
他
、
作
者
名
だ
け
の
も
の
が
、
李
白
＝
五
例
、
蘇
軾
＝
四
例
、
王
勃

＝
二
例
、
韓
愈
＝
一
例
、
杜
牧
＝
一
例
、
王
安
石
＝
一
例
、
陳
与
義
＝
一

例
あ
る
。（
杜
甫
に
つ
い
て
は
三
例
あ
る
が
い
ず
れ
も
『
杜
律
集
解
』
に

所
収
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
で
換
算
し
た
）
他
に
書
名
と
は
言
い
が
た

い
が
「
長
恨
歌
伝
」
が
二
例
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
合
計
す
る
と
七
十

八
箇
所
で
百
十
四
例
に
な
る
。

　

漢
籍
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
が
多
く
、
ま
た
『
大
学
』・

『
中
庸
』・『
詩
経
』・『
書
経
』・『
春
秋
左
氏
伝
』・『
礼
記
』
も
引
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
漢
学
の
素
養
と
し
て
の
四
書
五
経
が
多
数
登
場
す
る
の

は
自
然
な
こ
と
と
言
え
よ
う
。
特
に
漢
学
の
素
養
の
高
か
っ
た
荻
澂
水
が

携
わ
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
芭
蕉
の
憧
憬

が
深
か
っ
た
『
杜
律
』
や
『
荘
子
』
の
引
用
回
数
が
多
い
の
も
、
村
径
ら

の
周
知
す
る
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
『
文
選
』・『
白
氏
文

集
』・『
古
文
真
宝
後
集
』
な
ど
わ
が
国
の
文
学
に
伝
統
的
に
多
大
な
影
響

を
受
け
て
い
た
漢
籍
が
用
い
ら
れ
る
の
も
至
極
当
然
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。

漢
語
の
語
釈
と
し
て
『
字
彙
』
が
使
わ
れ
た
の
も
芭
蕉
の
時
代
か
ら
常
識

で
あ
っ
た
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
引
用
が
多
か
っ
た
漢
籍
は
、
芭
蕉
自
身
も
よ
く
活
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
李
白
や
蘇
軾
な
ど
の
詩
人
の
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
村
径
ら
特
に
荻
澂
水
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
芭
蕉
の
時
代
に
も
よ

く
読
ま
れ
て
い
た
漢
籍
や
詩
人
の
作
品
を
典
拠
と
し
て
、
注
釈
を
作
る
と

い
う
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、『
唐
詩
選
』
だ
け

は
そ
の
例
外
で
あ
ろ
う
。『
唐
詩
選
』
は
周
知
の
通
り
、
享
保
九
年
に
初

め
て
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、「
芭
蕉
が
馴
染
ん
だ
と
考
え
に
く
い
」

漢
籍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
た
い
。

　
『
お
く
ほ
の
そ
道
鈔
』
に
お
け
る
漢
詩
文
の
引
用
の
実
態
は
以
上
の
よ

う
で
あ
る
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
注
釈
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
具

体
的
に
示
し
て
み
た
い
。
注
釈
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に

後
の
注
釈
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
引
用
箇
所
と
牽
強
付
会
な
不
可
解
な
箇

所
が
あ
る
こ
と
は
先
人
が
評
す
る
処
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
二
点
に
つ
い

て
触
れ
実
際
の
注
釈
を
例
示
し
て
み
た
い
。

①
後
の
注
釈
に
も
受
け
継
が
れ
た
も
の

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
の
注
釈
の
内
容
が
、
特
に
漢
詩
文
の
引
用
に
つ
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い
て
は
、
後
の
注
釈
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
例
え
ば
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
中
で
、
二
例

以
上
引
用
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
『
大
明
一
統
志
』
以
外
は
す
べ
て

『
奥
の
細
道
菅
菰
抄
』
の
引
用
書
目
に
も
挙
げ
ら
れ
お
り
、
ま
た
桃
喬
舎

可
常
注
『
お
く
の
ほ
そ
道
』（
安
永
四
年
）〈
以
下
可
常
本
と
呼
ぶ
〉
や
蓼

也
苑
五
視
注
『
頭
書
お
く
の
細
道
』（
享
和
元
年
）〈
以
下
五
視
本
と
呼
ぶ
〉

に
も
注
が
か
な
り
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響

力
の
大
き
さ
は
十
分
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
現
在
の
注
釈
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ

て
み
た
い
。（
漢
数
字
は
引
用
箇
所
の
通
し
番
号
で
あ
る
）

（ 

一 

）
月
日
ハ
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也

夫レ

天
地ハ

者
萬
―

物ノ

之
逆
―

旅ナ
リ。

光
―

陰ハ

百
―

代ノ

過
―

客ナ
リ
ト。

春
―

夜ニ

宴ス
ル
ノ

二　

桃
―

李
―

園ニ
一

序
、
李
太
白
。　

唐
文
粹
及
續
文

章
規
範
事
文
類
聚
前
集 

古
文
後
集
載ス
レ

之ヲ

と
か
や
。

或
曰
、
光
陰
と
ハ
日
月
の
異
名
と
。
行
か
ふ
年
も
と
註

し
添
え
た
る
に
や
。

こ
の
一
文
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
の
部
分
で
、
村
径
ら
は
注
で
李

白
の
「
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
」
の
該
当
部
分
と
題
名
・
作
者
名
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
典
拠
は
現
在
で
も
定
説
に
な
っ
て
お
り
、『
奧
の
細
道
古
註

集
成
』
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
以
後
の
注
釈
の
基
盤
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
後
に
刊
行
さ

れ
た
『
奥
細
道
菅
菰
抄
』（
蓑
笠
庵
梨
一　

安
永
七
年
）
で
も
、

古
―

文
後
―

集
、
春
―

夜
宴ス
ル二

桃
―

李
―

園ニ
一

序ニ

、
夫レ

天
―

地ハ
―

者
萬
―

物ノ
―

之
逆
―

旅
、
光
―

陰ハ
―

者
百
―

代
物ノ
―

之
過
―

客
、
ト
天
―

地
ノ
運
―

旋
日
―

月
ノ
行
―

道
ヲ
旅
ニ
喩フ

逆
―

旅
ハ
ハ
タ
ゴ
ヤ
光
―

陰
ハ
日
―

影
ノ
ウ
ツ
リ

行ク

コ
ト
過
―

客
ハ
旅
人
ヲ
云
ナ
リ（
８
）

と
な
っ
て
お
り
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
同
じ
個
所
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
『
奥
の
ほ
そ
道
解
』・『
奥
細
道
洗
心
抄
』・『
奥
細
道
註
』・『
奥
細
道

通
解
』
な
ど
の
江
戸
期
の
注
釈
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
こ
の
李
白
の

文
章
を
典
拠
と
し
て
注
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
の
注
釈
で
あ
る
尾
形

仂
氏
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』（
角
川
書
店　

平
成
十
三
年
）
で
も
、「
月

日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
」
の
語
釈
で
、

李
白
「
春
夜ニ

宴
二

桃
李
園ニ
一

序
（
春
夜
ニ
桃
李
園
ニ
宴
ス
ル
序
）」

（『
古
文
真
宝
後
集
』
巻
三
）
の
冒
頭
に
「
夫
天
地ハ

者
万
物ノ

之
逆
旅ナ
リ。

光
陰ハ

者　

百ハ
ク

代
之ノ

過
客ナ
リ。

而シ
テ

　

浮
生ハ

若シ
レ

夢ノ

（
夫そ

レ
天
地
ハ
万
物
ノ
逆
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旅
ナ
リ
。
光
陰
ハ
百
代
ノ
過
客
ナ
リ
。
而し
か
う

シ
テ
浮
生
ハ
夢
ノ
若

シ
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
が
永
遠
に
無
所
住
な
旅
人
の
運
命
を
、
李
白

の
「
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
」
の
冒
頭
を
敷
衍
援
用
し
て
著
述
し
た
も
の
だ

と
い
う
村
径
ら
の
見
解
は
、
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

一
方
、
出
典
に
関
し
て
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
で
は
、『
唐
文
粋
』・

『
続
文
章
軌
範
』・『
事
文
類
聚
前
集
』・『
古
文
真
宝
後
集
』
の
四
書
を
列

挙
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
漢
籍
に
も
こ
の
李
白
の
文
章
は
所
収
さ
れ
て
い

る
が
、「
春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序
」
の
題
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
『
続
文
章

軌
範
』・『
事
文
類
聚
前
集
』・『
古
文
真
宝
後
集
』
の
三
書
だ
け
で
あ
る
。

残
り
の
『
唐
文
粋
』
で
は
題
名
が
「
春
夜
讌
二

諸
從
弟
桃
花
一

序
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
単
に
李
白
の
こ
の
文
章
が
所
収
さ
れ
て
い
る
漢
籍
名

を
、
機
械
的
に
羅
列
し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
が
村

径
ら
の
過
剰
な
注
釈
の
現
れ
な
の
で
は
な
い
か
と
も
受
け
取
れ
る
。
し
か

し
注
釈
の
中
で
出
典
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
牽
強
付

会
に
陥
る
危
険
性
も
あ
る
の
で
、
複
数
列
挙
し
て
い
る
点
は
良
心
的
だ
と

評
価
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。『
奥
の
細
道
菅
菰
抄
』
で
は
、『
古
文
真

宝
後
集
』
を
出
典
と
し
て
い
る
。
以
後
も
こ
の
出
典
は
踏
襲
さ
れ
定
説
化

さ
れ
て
、
現
在
に
ま
で
至
る
の
で
あ
る
。

（
四
十
六
）	

南
部
口
を
さ
し
堅
め
夷
を
ふ
せ
く
と
見
た
り
偖
も
義
臣

す
く
っ
て
此
城
に
こ
も
り
功
名
一
時
の
叢
と
な
る
國
破

れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
草
青
ミ
た
り
と

城
春ニ
メ
　

艸
木
深シ

杜
律  

草
青
ミ
た
り
と
轉
せ
ら
れ
て
古

戦
場
の
感
情
を
余
す
歟

　

こ
れ
は
、
平
泉
の
高
館
の
一
文
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
芭

蕉
が
義
経
ゆ
か
り
の
高
館
に
登
っ
て
古
戦
場
跡
を
望
み
、
そ
の
「
叢
」
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
人
間
の
営
み
の
は
か
な
さ
と
自
然
の
驚
異
に
触

れ
、「
國
破
れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
草
青
ミ
た
り
」
と
表
現
し
た
の

で
あ
る
。

　

村
径
ら
は
「
國
破
れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
草
青
ミ
た
り
」
の
典
拠

と
し
て
、「
杜
律
」
つ
ま
り
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
春
望
」
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
典
拠
「
春
望
」
の
首
聯
「
國
破テ

山
―

河
在リ　

城
春ニ
シ
テ

　

艸
―

木
深シ

」
は
あ

ま
り
に
も
有
名
な
の
で
無
用
の
指
を
立
て
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
彼
ら
は

首
聯
を
二
句
と
も
挙
げ
ず
、
二
句
目
の
「
城
春ニ
シ
テ
　

艸
木
深シ

」
の
み
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
芭
蕉
が
「
草
ミ
た
り
」
と
転
成
し
た
原
詩
句
だ
け
を
挙

げ
よ
う
と
し
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
杜
甫
の
「
春



『おくのほそ道鈔』と漢詩文— 467 —

望
」
の
詩
句
を
挙
げ
芭
蕉
の
ア
レ
ン
ジ
を
明
確
に
し
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
古
戦
場
の
感
情
を
余
す
か
」
と
し
た
の
は
、
適
切
な
注
釈
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

こ
の
部
分
の
注
と
し
て
、『
奧
細
道
菅
菰
抄
』
で
は

國
破
れ
て
山
河
あ
り
城
春
に
し
て
艸
青
ミ
た
り
と
ハ
杜
―

甫ガ

春
―

望ノ

詩ニ

、
國
―

破テ

山
―

河
在リ

、
城
―

春ニ
シ
テ

　

草
―

木
深シ

ノ
句
ヲ
取
テ
青
ミ
た
り
と

換
骨
せ
し
也

と
な
っ
て
お
り
、「
春
望
」
を
挙
げ
つ
つ
、「
青
ミ
た
り
」
へ
の
ア
レ
ン
ジ

（
換
骨
奪
胎
）
を
明
確
に
し
て
い
る
。『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
の
注
解
は
こ

こ
で
も
活
か
さ
れ
て
い
よ
う
。

（
六
十
二
）	

象
潟
や
雨
に
西
施
か
ね
ふ
の
華

西
湖
初メ
テ
　

晴レ
テ
　

復タ
―

雨フ
ル
　
　

東
坡

水
―

光
瀲
―

灔ト
シ
テ

　

方ニ

好シ

。
山
―

色
空
―

濛ト
シ
テ

　

雨モ

亦タ
―

奇ナ
リ。

若シ

把テ
二

西
湖ヲ
一

比セ
ハ二

西
子ニ
一

。
淡
―

粧
濃
―

抹
也マ
タ

　

相ヒ
―　
　

宜カ
ラ
ン。

是
絶
唱
に
し
て
此
景
西
施
に
比
す
に
猶
勝
れ
り
と
。

第
二ノ

句
は
前
文
に
き
り
入
、
餘
を
以
茲
に
校
量
し
、

一
樹
を
あ
い
し
ら
ひ
、
自
己
の
風
骨
を
述
る
に
や
。

荘
子
外
篇
天
運ニ

、
故ニ

西
施
病ン
テレ

心ム
子
ヲ

而
矉―

二 ス

其ノ

里ニ
一

其ノ

里ノ

之
醜キ
―

人
見テ

而
美ナ
リ
ト
メ

レ　

之ヲ

帰テ

亦
捧ヲ
サ
ヘ
テ

レ　

心ヲ

而
矉ス
二

其ノ

里ニ
一

。
其ノ

里ノ

之
富ル
―

人ハ

見テ
レ

之ヲ

堅ク

閉テ
レ

門ヲ

而
不
レ

出
。

貧シ
キ―

人ハ

見テ
レ

之ヲ

挈ヒ
サ
ケ
テ

二　

妻
子ヲ
一

而
去ス
テ
ヽ

レ　

之ヲ

走ル

。
彼
知テ

レ

美ト
ス
ル
フ
ヲ

レ　
　

矉ヲ

而
不
レ

知
三

矉ノ

之
所
―二

以ヲ

美ナ
ル
ヲ

一　

惜シ
イ
　

乎カ
ナ

。

　

こ
の
句
は
、
朦
朧
と
雨
に
煙
る
象
潟
の
情
景
を
、
中
国
の
美
女
西
施
の

憂
い
に
満
ち
て
目
を
閉
ざ
し
た
姿
に
見
立
て
て
、「
ね
む
」
と
「
合
歓
の

花
」
を
掛
詞
と
し
て
巧
み
に
用
い
た
名
句
で
あ
る
。

　

村
径
ら
は
、
こ
の
句
に
対
し
蘇
軾
の
七
言
絶
句
「
西
湖
初メ
テ

　

晴レ
テ

　

復タ
―

雨フ
ル」

を
示
し
、
さ
ら
に
西
施
の
「
顰
み
に
倣
う
」
の
故
事
と
し
て
の
内
容
を
持

つ
『
荘
子
』
外
篇
天
運
の
文
を
引
用
し
た
。

　

蘇
軾
の
詩
は
『
聯
珠
詩
格
』
巻
二
や
『
禅
林
句
集
』（
転
句
・
結
句
の

み
）
に
も
所
収
さ
れ
る
が
、
村
径
ら
が
示
し
た
こ
の
詩
は
、
そ
の
題
名
と

本
文
か
ら
『
千
家
詩
』
所
収
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（『
聯
珠
詩
格
』
で
は
、
題
名
は
「
西
湖
」、
結
句
の
五
字
目
は
「
兩
」）

  
諸
注
で
も
蘇
軾
の
こ
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
が
、『
奧
細
道
菅
菰
抄
』・

『
奧
の
細
道
傍
注
』・
寛
政
版
加
注
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』・『
奧
細
道
洗
心

抄
』
で
も
、
結
句
は
「
淡
―

粧
濃
―

抹
也マ
タ

相ヒ
―

宜シ

」
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
も
同
様
、『
千
家
詩
』
か
ら
の
引
用
だ
と
思
わ
れ
る
。（
た
だ
し
『
奧
の
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細
道
傍
注
』
で
は
、「
聯
珠
詩
格
ニ
、
題
西
湖
詩
…
…
」
と
『
聯
珠
詩
格
』

所
収
の
詩
も
合
わ
せ
て
掲
載
し
、『
句
解
和
談
奧
の
細
道
』・『
奧
細
道
歌

枕
抄
』・『
奧
細
道
通
解
』・『
泊
船
集
解
説
』
で
は
、『
聯
珠
詩
格
』
の
本

文
を
引
用
し
て
い
る
）
こ
の
出
典
は
、
可
常
本
・
五
視
本
は
も
と
よ
り
、

殆
ど
の
注
釈
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、『
荘
子
』
外
篇
天
運
の
文
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
五
視

本
以
外
あ
ま
り
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

②
注
釈
と
し
て
不
可
解
と
思
わ
れ
る
も
の

　

次
に
注
釈
と
し
て
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
。

（
十
九
）
田
一
枚
植
て
立
去
る
柳
か
な

寄
る
を
去
る
に
転
じ
て
一
樹
を
領
せ
ら
れ
た
り　

哉

又
奇
な
り　

文
選
猛
虎
行　

渇シ
テ

　

不
レ

飲マ
二

盗
泉ノ

水ヲ
一

熱シ
テ

　

不

レ

息イ
コ
ハ

二

悪
木ノ

蔭ニ
一

　

こ
の
句
は
、
遊
行
柳
で
の
句
で
あ
る
が
、
早
乙
女
の
手
際
よ
さ
で
、
田

植
え
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
つ
か
の
ま
で
は
あ
っ
た
が
西
行
の
歌

の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
も
、
ま
も
な
く
現
実
に
ひ
き
も
ど
さ

れ
、
次
の
目
的
地
白
河
の
関
へ
急
ぐ
べ
く
、
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
と
い

う
句
意
に
な
ろ
う
が
、
そ
こ
に
村
径
ら
は
、
陸
機
「
猛
虎
行
」（『
文
選
』

所
収
）
の
「
渇シ
テ

　

不
レ

飲マ
二

盗
泉ノ

水ヲ
一

熱シ
テ

　

不
レ

息イ
コ
ハ

二

悪
木ノ

蔭ニ
一

」
と
陸
機
の

「
猛
虎
行
」
の
冒
頭
二
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
『
訓
蒙
故

事
要
言
』
巻
之
九　

雑
部
上
（
宮
川
道
達　

元
禄
七
年
）
に

文
選
二
十
七
云
。
陸リ
ク
キ
カ機
猛モ
ウ

虎コ

行ニ

曰
。
渇カ
ツ
シ
テ
モ

不
レ

飲ノ
マ

二

盗タ
ウ

泉セ
ン
ノ

水ヲ
一

。

熱シ
テ
モ

　

不
レ

息イ
コ
ハ

二

惡
木ノ

陰カ
ケ
ニ一

盗
泉
ト
惡
木
ハ
其
ノ
名
善
ラ
ズ
。
君
子
其

ノ
名
ヲ
惡
ム
ユ
ヘ
ニ
喉ノ
ド

カ
ハ
ケ
ド
モ
盗
泉
ノ
水
ヲ
飲ノ
マ

ズ
。
熱ア
ツ

キ
日
ニ

テ
モ
惡
木
ノ
陰カ
ゲ

ニ
ヤ
ド
ラ
ズ
。

と
あ
り
、
崇
高
な
人
間
は
少
し
で
も
汚
れ
た
も
の
に
は
近
づ
か
な
い
意
味

と
し
て
当
時
格
言
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
こ
の
句
を
こ
の
詩
句
を
踏
ま
え
て
解
釈
す
る
と
、

そ
こ
に
は
、
崇
高
な
志
を
持
ち
続
け
、
こ
と
わ
ざ
に
あ
る
「
渇シ
テ

　

不

レ

飲マ
二

盗
泉ノ

水ヲ
一

熱シ
テ

　

不
レ

息イ
コ
ハ

二

悪
木ノ

蔭ニ
一

」
の
ご
と
く
西
行
の
詠
ん
だ
柳

す
ら
悪
木
と
考
え
て
い
、
長
く
憩
う
こ
と
を
あ
え
て
拒
ん
だ
一
人
の

清
廉
な
旅
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
（
９
）　

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
波
線
の
部
分
で
は
、
従
来
の
解
釈
書
に
は
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見
ら
れ
な
い
た
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
。

（
六
十
三
）	
象
潟
や
料
理
何
く
ふ
神
祭

食ハ

不
レ

厭ハ
レ

精ヲ

膾ハ

不
レ

厭ハ
レ

細キ
ヲ
　

乃
至
割メ

不レ
ハレ

正カ
ラ
　

不
レ

食ハ

論
語
郷
黨

篇

　

こ
の
句
は
、
芭
蕉
と
曽
良
が
汐
越
の
鎮
守
熊
野
神
社
の
祭
礼
に
た
ま
た

ま
来
合
わ
せ
た
折
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
曽
良
の
句
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

村
径
ら
は
、
こ
の
句
に
対
し
『
論
語
』
郷
黨
篇
の
一
部
を
引
用
し
て
注

解
を
施
し
て
い
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
は
、
途
中
「
乃
至
」
と

中
略
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
も
補
っ
て
意
味
を
取
っ
て
み
る

と
、

飯
は
い
く
ら
精
白
さ
れ
て
い
て
も
よ
く
、
な
ま
す
は
い
く
ら
細
か

く
て
も
よ
い
。
飯
が
す
え
て
味
が
か
わ
り
、
魚
が
い
た
み
肉
が
腐
っ

た
も
の
は
食
べ
な
い
。
食
べ
物
の
色
が
よ
く
な
い
も
の
、
に
お
い
の

よ
く
な
い
も
の
、
煮
え
方
の
よ
く
な
い
も
の
、
食
の
旬
を
は
ず
れ
た

も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
食
べ
な
い
。
切
り
方
の
悪
い
も
の
は
食
べ
な
い
。

と
な
る
。
中
略
の
部
分
も
含
め
、
こ
の
部
分
は
孔
子
の
食
の
心
得
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
村
径
ら
は
、「
料
理
何
く
ふ
」
と
い
う
中
か
ら
、
特
に

異
境
の
地
で
の
食
事
へ
の
注
意
を
孔
子
の
説
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
と
し

た
も
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
神
祭
り
と
い
う
神
聖
な
行
事
の
折
に
は
、

な
お
さ
ら
そ
の
料
理
に
は
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
た
の
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
句
の
解
釈
に
直
接
関
わ
る
典
拠
だ
と
は
言
え
な
い
。

（
六
十
七
）　

あ
る
草
庵
に
い
さ
な
ハ
れ
て

秋
（
秌
）
涼
し
手
毎
に
む
け
や
瓜
茄
子

論
語
公
冶
長
篇　

宰
予
晝
―

寝タ
リ

　

子ノ

曰
朽タ
ル

　

木ヲ
ハ

　

不
レ

可
レ

雕

也
糞
土ノ

牆ヲ
ハ
　

不
レ

可
レ

杇カ
ニ
　

也
於
レ

予
歟
何ソ

誅セ
シ
メ
ン
　
　

　

こ
の
句
は
、
前
書
き
に
あ
る
よ
う
に
「
あ
る
草
庵
（
斎
藤
一
泉
の
草

庵
）」
に
誘
わ
れ
て
、
そ
こ
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
句
意
は
、
瓜
や
ナ

ス
と
い
う
季
節
の
野
菜
が
も
て
な
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
手
で
剥
い
て

頂
き
ま
し
ょ
う
。
残
暑
な
が
ら
も
涼
し
さ
を
呼
ん
で
く
れ
る
光
景
で
あ
る

な
あ
と
い
う
こ
と
。

　

こ
れ
に
対
し
、
村
径
ら
は
『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
一
節
を
引
用
し
て
い

る
。
こ
こ
は
、
宰
予
（
我
）
が
昼
寝
を
し
て
い
た
の
に
対
し
、
孔
子
が

「
腐
っ
た
木
に
は
彫
刻
が
出
来
な
い
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
土
塀
に
は
上
塗
り
が
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出
来
な
い
。
土
台
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
手
の
施
し
よ
う

が
な
い
。
今
の
宰
予
も
そ
れ
と
同
じ
な
の
で
、
ど
う
し
て
責
め
よ
う
か
。

い
や
そ
れ
に
値
し
な
い
」
と
叱
咤
し
た
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
『
論
語
』
の
一
節
が
ど
の
よ
う
に
註
釈
と
し
て
意
味
を
持
つ
の
か

は
、
い
さ
さ
か
不
可
解
で
あ
る
。
諸
氏
が
「
要
領
を
得
な
い
」「
不
必
要

な
注
釈
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
文
の
引
用
に
お
い
て
も
不
可
解
な

も
の
不
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　

以
上
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
お
け
る
漢
詩
文
の
引
用
の
実
態
を
賛

否
の
両
面
か
ら
見
て
み
た
。
紙
面
の
関
係
か
ら
、
数
例
し
か
挙
げ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
『
唐
詩
選
』

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
漢
籍
は
、
ほ
と
ん
ど
が
和

刻
本
を
有
し
芭
蕉
が
目
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、

『
唐
詩
選
』
だ
け
は
芭
蕉
の
時
代
和
刻
本
が
存
在
し
て
お
ら
ず
出
典
と
し

て
掲
載
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
仁
枝
忠
氏
は

「
芭
蕉
は
『
唐
詩
選
』
を
読
ん
で
い
た
と
思
う
」
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

そ
の
場
合
の
『
唐
詩
選
』
は
当
然
明
版
の
原
本
を
指
す
が
、
そ
れ
ら
は
明

版
の
原
本
を
指
し
て
お
り
、
漢
学
者
に
直
接
師
事
を
し
て
い
な
い
芭
蕉
に

と
っ
て
そ
れ
を
読
む
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
た
だ
『
唐
詩
選
』
の
異
本
と
し
て
の
『
唐
詩
訓
解
』（
袁
宏
道
校
）

は
す
で
に
芭
蕉
の
時
代
に
和
刻
本
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
の
可

能
性
は
あ
る（

（（
（

。

　

そ
の
よ
う
な
『
唐
詩
選
』
を
村
径
ら
は
な
ぜ
引
用
し
た
の
か
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
先
ず
引
用
（
四
例
）
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

　

（
八
）
行
春
や
鳥
啼
魚
の
目
ハ
泪
（
旅
立
ち
）

…
…
唐
詩
選　

送ル
二

秘
書
晁
監ガ

還ル
ヲ二

日
本ニ
一

鰲
身
映ジ
テレ

天ニ

黒ク

魚
眼

射
レ

波
紅ナ
リ
　

王
維 

（
四
十
三
）
窓
を
ひ
ら
き
二
階
を
作
て
風
雲
の
中
に
旅
寐
す
る
こ
そ
、

あ
や
し
き
ま
で
妙
な
る
心
地
ハ
せ
ら
る
れ
（
雄
嶋
）

唐
詩
選　

楼ニ
ハ

　

観
二

滄
海ノ

日ヲ
一

門ニ
ハ

　

對ス
二

浙
江ノ

潮ニ
一

桂
子
月
中ヨ
リ

　

落チ

天

香
雲
外ニ

飄ル　

駱
賓
王 

（
六
十
八
）
あ
か
〳
〵
と
日
ハ
難
面
も
あ
き
の
風
（
金
沢
）

唐
詩
選　

秋
日　

返
―

照
入ル
二

閭
―

巷ニ
一

憂ヘ

来テ

誰ト
―

共ニ

語ン

古
―

道

少マ
レ
ナ
リ

二　

人ノ

行ク
一

秋
風
動ス
二

禾
黍ヲ
一

。
耿
湋 
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（
七
十
三
）
終
宵
秋
風
聞
や
う
ら
の
山
（
全
昌
寺
）

唐
詩
選　

何レ
ノ

　

處ヨ
リ
カ

　

秋
風
至ル

蕭
―

ト々
シ
テ

　

送ル
二

雁
群ヲ
一

朝
来
入テ
二

庭

樹ニ
一

孤
客
最モ

先ヅ

聞ク　

劉
禹
錫 

以
上
四
例
を
す
べ
て
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
最
初
に
『
唐
詩
選
』
と
出
典

を
明
確
に
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
中
で
現
在
で
も
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、（
七
十
三
）
く
ら
い
で
あ
る
。（

（（
（

　

　
『
唐
詩
選
』
七
巻
の
流
行
に
は
、
享
保
九
年
の
南
郭
先
生
校
訂
の
和
刻

本
刊
行
を
は
じ
め
、
荻
生
徂
徠
の
主
張
す
る
古
文
辞
学
の
主
張
（
明
の
七

子
古
文
辞
派
の
主
張
で
あ
る
文
は
秦
・
漢
、
詩
は
盛
唐
を
踏
襲
）
で
あ
る

の
推
奨
が
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
下

（
享
保
十
二
年　

根
本
遜
志
編
）
に
、

經
學
は
古
注
。
歴
史
は
左
傳
・
國
語
・
史
記
・
前
漢
書
。
文
章
は

楚
辭
・
文
選
・
韓
・
柳
迄
は
不
苦
候
。
惣
而
漢
以
前
の
書
籍
は
。

老
・
莊
・
列
之
類
も
益ま
し

二

人
之
知
見を
一

候
。
是
も
林
希
逸
解
は
悪
敷

候
。
詩
は
唐
詩
選
・
唐
詩
品
彙
。
是
等
を
益
友
と
可
被
思
召
候
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
徂
徠
と
の
交
流
の
深
っ
た
田
中
桐
江

（『
田
中
桐
江
傳
』
に
よ
る
と
、
元
禄
十
二
年
に
柳
沢
吉
保
に
仕
え
て
以
降

交
流
が
始
ま
る
）
に
詩
を
学
ん
だ
荻
澂
水
が
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
受
け
て

『
唐
詩
選
』
を
重
視
し
て
注
釈
に
摂
取
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。　

　

古
文
辞
学
は
享
保
期
に
流
行
す
る
が
、
そ
の
影
響
下
で
俳
諧
で
も
復
古

運
動
が
起
る
。（

（（
（

そ
の
こ
と
は
、
湯
浅
常
山
の
『
文
会
雑
記
』（
寛
延
二
年
）

に
、

徂
徠
学
ニ
テ
世
間
一
変
ス
ト
…
…
但
今
ノ
時
、
復
古
ト
云
フ
コ
ト

俳
諧
ニ
マ
デ
云
ヒ
テ（

（（
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
の
先
駆
け
と
し
て
祇
徳
が
「
俳
諧
古

学
」
を
打
ち
立
て
る
。
彼
は
、『
誹
諧
句
選
』（
享
保
二
十
年
刊
）
の
中
で
、

誹
諧
も
古
文
辞
を
用
ふ
べ
し
。
詩
歌
蓮
の
三
道
も
、
皆
か
く
の
ご

と
し
。
道
は
貞
徳
に
あ
り
て
、
句
は
芭
蕉
に
あ
り
。
然
ら
ば
、
元
禄

の
頃
、
芭
蕉
流
の
誹
集
を
仮
に
古
文
辞
と
指
す
べ
し
。（

（（
（

　

と
述
べ
、
俳
諧
の
古
文
辞
を
標
榜
し
、
そ
の
範
（
特
に
句
作
に
お
い
て
）

を
蕉
風
の
俳
書
に
求
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
同
書
は
『
唐
詩
選
』
か

ら
の
影
響
を
受
け
て
の
命
名
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が（

（（
（

、『
菅
廟
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八
百
五
十
年
』（
祇
徳
一
門　

宝
暦
二
年
）
に
、

　

唐
詩
選

時
も
詩
も
代
や
百
年
を
三
ツ
の
春	

門
雪

　

雪ゆ
き

解げ

に
習
ふ
家
く
の
道	

真
峨

青
丹
よ
し
奈
良
の
舞
台
の
草
燃
え
て	

竹
堂（

（（
（

と
い
う
三
物
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『
唐
詩
選
』
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を

実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
『
俳
諧
古
選
』（
嘯
山　

宝
暦
十
三
年
）
に
お

い
て
も
、『
唐
詩
選
』
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

　

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
芭
蕉
が
目
に
し
た
可
能
性
の
低
い
『
唐
詩
選
』
を

村
径
ら
が
敢
え
て
取
り
入
れ
た
と
い
う
理
由
に
、
徂
徠
の
旧
知
で
あ
っ
た

田
中
桐
江
に
詩
を
学
ん
だ
荻
澂
水
も
古
文
辞
学
の
何
ら
か
の
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
古
文
辞
学
が
享
保
以
降
俳
諧
に
お
い
て
も
標
榜
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
享
保
九
年
の
『
唐

詩
選
』
の
和
刻
本
刊
行
以
来
、『
唐
詩
選
』
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
を

与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
の

該
当
箇
所
七
十
八
箇
所
・
百
十
四
例
を
調
査
し
た
結
果
を
考
察
し
て
き

た
。
注
釈
に
は
村
径
他
序
・
跋
を
認
め
た
金
剛
幻
や
荻
澂
水
ら
も
加
わ
り

三
人
が
携
わ
っ
た
が
、
村
径
や
金
剛
幻
の
俳
諧
の
師
で
あ
る
湖
照
の
師
で

あ
る
淡
々
が
「
俳
文
は
奥
の
細
道
を
手
本
と
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
も
影
響
し
て
か
、
村
径
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
講
読
す
る
際
不
明
な

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
金
剛
幻
や
荻
澂
水
の
力
も
借
り
て
注
釈
を
試
み
た

と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
漢
学
者
田
中
桐
江
に
師
事
し
た
荻
澂
水
の
役
割
だ
っ
た
と
も

思
え
る
が
、
注
釈
の
箇
所
の
約
三
分
の
一
に
漢
詩
文
が
引
用
さ
れ
て
い

た
。
引
用
さ
れ
た
漢
籍
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』・『
杜
律
』（
集
解
？
）・『
孟

子
』・『
荘
子
』
な
ど
芭
蕉
が
目
に
し
た
可
能
性
の
高
い
も
の
が
占
め
ら
れ

て
い
た
が
、『
唐
詩
選
』
四
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
低
く
出
典

と
し
て
は
疑
問
も
残
る
。
し
か
し
『
唐
詩
選
』
を
利
用
し
た
背
景
に
は
、

荻
生
徂
徠
の
提
唱
し
た
古
文
辞
学
の
影
響
を
受
け
、
彼
の
旧
友
田
中
桐
江

に
師
事
し
た
荻
澂
水
が
敢
え
て
活
用
し
た
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

徂
徠
の
主
張
が
俳
諧
へ
も
派
生
し
、
祇
徳
の
俳
諧
古
文
辞
を
生
み
出
し
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『
俳
諧
句
選
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
書
名
に
は
『
唐
詩
選
』
が
介
在
し

て
お
り
、
そ
の
後
、
嘯
山
の
『
俳
諧
古
選
』
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
村
径
ら
は
芭
蕉
に
は
な
じ
み
の
薄
い
『
唐

詩
選
』
を
敢
え
て
出
典
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
に
『
お
く
の
ほ
そ

道
鈔
』
の
漢
詩
文
引
用
の
特
色
の
一
つ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
典
拠
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
文
に
お
い
て
も
後
世
に
受
け
継
が
れ
た

も
の
と
牽
強
付
会
で
注
釈
の
意
図
が
測
り
に
く
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
牽
強
付
会
な
も
の
も
可
常
本
や
五
視
本
な
ど
で
も
注
釈
が
活
用

さ
れ
、
ま
た
か
な
り
の
出
典
が
『
奥
の
細
道
菅
菰
抄
』
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
注
釈
の
嚆
矢
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
言
え
よ
う
。

注（１
）	

杉
浦
正
一
郎
「『
奥
の
細
道
』
最
古
の
註
釋
本
（「『
国
語
・
国
文
』　

昭
和
十
五
年

六
月
）
に
よ
る
。
以
下
「
杉
浦
氏
」
は
同
様
。

（
２
）	

深
沢
了
子
「
芭
蕉
の
受
容
―
淡
々
系
の
場
合
―
」（『
近
世
中
期
の
上
方
俳
壇
』
和

泉
書
院　

平
成
十
三
年
所
収
）
に
よ
る
。
以
下
「
深
沢
氏
」
は
同
様
。

（
３
）	

荻
澂
水
の
自
筆
跋
文
は
白
文
だ
が
、
天
理
本
上
巻
の
最
後
に
、
訓
点
の
付
い
た
同

文
（
村
径
筆
）
が
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
示
し
て
お
く
。

世ヨ
ノ 

之
以テ
レ

誹
―

諧
称ル
二

芭
―

蕉
―

翁ヲ
一

者モ
ノ
ハ、

非
二

其
―

本ホ
ン
シ
キ
ニ

色
一

也
。
蓋ケ
タ
シ

翁
之
胸
―

中
、
瀟セ
フ

―

洒シ
ヤ

磊ラ
イ

―

落ラ
ク

飄シ
テ

　

出ス
二

塵チ
ン
ヒ
ャ
ウ表
ヲ

。一
其ノ

游フ
二

誹
―

諧ニ
一

者モ
ノ
ハ、

宿シ
ュ
ク

―

好コ
ウ

之ノ

所ノ
レ

致
而
抑
ソ
モ
〳
〵

皮
―

毛

耳ノ
ミ

。
故ニ

吐ク
ニレ

唾ヲ

、
動ヤ
ヽ
モ
ス
レ
ハ

感カ
ン
ゼ
シ
ム

レ　
　
　

人ヲ

。
比ヒ
ス
レ
バ

二　
　

諸コ
レ
ラ

誇ホ
コ
リ

レ

巧コ
フ

眩テ
ラ
フレ

奇キ

之ノ

属タ
ク
ヒ
ニ

、一
大ニ

有

レ

逕ケ
イ

―

庭テ
イ

矣
。
如キ
二

此
―

篇ノ
一

波
―

瀾ラ
ン

頓ト
ン

―

挫サ
シ

抑ヨ
ク

―

揚ヤ
ウ

巻ケ
ン

―

舒チ
ョ

、
殆ホ
ト
ン
ト

似テ
下

得ル
二

文
―

章
―

家

之
―

法ヲ
一

者モ
ノ
ニ

。上
然ト
モ
　

今
之
言フ
レ

誹
―

諧ヲ

者モ
ノ

、
閑カ
ン

―

漫マ
ン

看カ
ン

―

過ク
ハ
シ
テ

而
不
レ

賞
レ

其
―

妙ヲ

。

甚ハ
ナ
ハ
タ
シ
キ
ハ

乃イ
マ
シ

不ル
レ

及ハ
レ

把ニ
レ

巻ヲ

者モ
ノ
モ

亦マ
タ

有ア
リ

矣
。
吾
友
村
徑
子ハ

者
少
―

壯ノ

嗜タ
シ
ムレ

誹
―

諧ヲ

、

屢シ
ハ
〳
〵

翫モ
テ
ア
ソ
ヒ
テ

レ　
　
　

此
―

篇ヲ

而
稱シ
ア
フ
ス

レ　

其
―

妙ヲ

、
且カ
ツ

憾ウ
ラ
ム

二

世
―

人
稱
レ

之
者モ
ノ

殆ホ
ト
ン
ト

稀マ
レ
ナ
ル
コ
ト
ヲ

一　
　
　

也
。

於
レ

是
詳ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ニ

搜サ
ク
リ二

文
―

意ヲ

、一
確カ
ク
ニ

考
レ

引ヰ
ン

―

據キ
ヨ

爲
二

之ソ
レ
カ

註
―

解ヲ

。一
就キ
テ二

其
道
―

友
豐
瑞
―

師二
一

而
正ス
レ

之
。
師モ

亦
多ク
ナ
リ
ト
シ
テ

レ　
　
　
　

其
―

意ヲ

而
與ア
ツ
カ
ル

二　

其
事二
一

且カ
ツ

作ル
二

之カ

序
。一
於
レ

是ニ

翁
之

高
―

胸
燦サ
ン

―

然ゼ
ン
ト
シ
テ

明ナ
リ二

于
此コ
コ
ニ一

矣
。
藁コ
ウ

成ナ
ッ
テ

以テ

示シ
メ
スレ

之
。
余
素モ
ト
ヨ
リ

不ル
レ

識
二

誹
―

諧ヲ
一

者モ
ノ

、

雖
レ

然ト
曽カ
ツ
テ

識ル
二

翁
之
行コ
ウ

―

逕ケ
イ
ヲ

、一
常ニ

稱シ
テレ

此
―

篇ヲ

以テ

為ス
二

鷄ケ
イ

―

群ク
ン

孤コ
―

鶴ク
ハ
ク
ト

一　

。
此コ
ノ

挙キ
ヨ

雖ト
モレ

似ト
二

好ム
レ

事コ
ト
ヲ

者モ
ノ
ニ

、一
為ニ
レ

翁ノ

開ク
レ

生
―

面
也
。
無ム
シ
ロ寧

在
二

村
―

径
瑞
―

師
之
手二
一

乎
。
感カ
ン

情
シ
ョ
ウ

不
レ

堪タ
ヘ

レ

痒カ
ユ
カ
リ
ニ

、
遂ツ
イ
ニ

攄ノ
ヘ
テ二

数
―

語ヲ
一

爲ス
ト二

之コ
レ
カ

跋ト
一

云
。

（
句
読
点
は
筆
者
加
点
）

（
４
）	『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書 

奇
説
つ
れ
づ
れ
草
紙
』（
臨
川
書
店　

一
九
七

八
）
に
よ
る
。

（
５
）	

拙
稿
「『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
と
漢
詩
文
―
そ
の
引
用
と
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

（
一
）
～
（
八
）」（『
野
州
國
文
學
』
第
六
十
九
号
～
第
八
十
三
号　

平
成
十
四
年

～
平
成
二
十
一
年
）
で
七
十
八
箇
所
の
注
釈
に
示
さ
れ
た
漢
詩
文
を
調
査
し
た
。

（
６
）	

①
の
天
理
本
の
翻
刻
は
、
島
居
清
「「
奥
の
細
道
鈔
」
翻
刻
と
解
説
」（『
國
文
學 

解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
三
十
三
年
三
月
号
）
や
久
富
哲
雄
・
西
村
真
砂
子
編
『
奥
の

細
道
古
註
集
成
１
・
２
』（
笠
間
書
院　

平
成
十
三
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
②
の
八
戸
図
書
館
本
の
翻
刻
は
、
松
尾
真
知
子
「
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵

『
お
く
の
ほ
そ
道
鈔
』
解
題
と
翻
刻
」（『
梅
花
日
文
論
叢
』
第
十
一
号　

平
成
十

五
年
三
月
）
が
あ
り
、
①
と
の
校
異
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
校
異      

は
四
十
三
箇
所
で
あ
る
。

（
７
）	
島
居
清
氏
は
「「
奥
の
細
道
鈔
」
翻
刻
と
解
説
」（『
國
文
學 

解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和

三
十
三
年
三
月
号
）
で
、
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古
註
の
常
と
し
て
大
し
て
必
要
も
な
い
よ
う
な
仏
典
・
儒
書
等
の
引
用
が

多
い
の
も
こ
の
為
で
あ
ろ
う
。

と
金
剛
幻
と
荻
澂
水
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

（
８
）	『
勉
誠
社
文
庫
122 
奥
細
道
菅
菰
抄
』（
勉
誠
社　

昭
和
五
十
九
年
）
に
よ
る
。
以

下
同
様
。

（
９
）	

拙
稿
「『
奥
の
細
道
』
と
『
文
選
』
陸
機
「
猛
虎
行
」
―
「
田
一
枚
植
て
立
去
る

柳
か
な
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
野
州
國
文
學
」
第
六
十
七
号　

平
成
十
二

年
三
月
）
参
照
。

（
10
）	

仁
枝
忠
『
芭
蕉
に
影
響
し
た
漢
詩
文
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
四
十
七
年
）

に
よ
る
。

（
11
）	

猪
口
篤
志
氏
は
『
日
本
漢
文
学
史
』「
俳
句
・
川
柳
（
雑
俳
）
と
漢
文
学
」（
角
川

書
店　

昭
和
五
十
九
年
）
の
中
で
、

貝
原
益
軒
が
『
初
学
詩
法
』
の
中
で
『
唐
詩
訓
解
』
を
『
唐
詩
選
』
と
称

し
て
い
る
の
で
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
和
刻
本
発
刊
以
前
に
芭
蕉
が
唐

詩
選
を
見
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
『
唐
詩
選
』
は
『
唐
詩
訓
解
』
を
指
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）	

尾
形
仂
『
お
く
の
ほ
そ
道
評
釈
』（
角
川
書
店　

平
成
十
三
年
）
で
、
こ
の
詩

（「
秋
風
引
」）
を
引
い
て
い
る
が
、
出
典
は
『
唐
詩
訓
解
』
と
『
円
機
活
法
』
を

挙
げ
て
い
る
。

（
13
）	

加
藤
定
彦
「
都
会
派
俳
諧
の
展
開
―
蕉
風
俳
諧
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
」（『
日
本
の
近

世
12　

文
学
と
美
術
の
成
熟
』
中
央
公
論
社　

一
九
九
三
年
所
収
）
に
よ
る
。

（
14
）	『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
14
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
15
）	『
古
典
俳
文
学
大
系
11 

享
保
俳
諧
集
』（
集
英
社　

昭
和
四
十
五
年
）
に
よ
る
。

（
16
）
飯
倉
洋
一
「
祇
徳
の
立
場
―
「
誹
諧
古
学
」
に
つ
い
て
」（『
國
文
學
』　

二
〇
〇

三
年
七
月
）
に
よ
る
。

（
17
）	『
関
東
俳
諧
叢
書　

第
六
巻
』（
青
裳
堂
書
店　

一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
18
）	

田
中
道
雄
「『
俳
諧
古
選
』
の
成
立
」（『
近
世
文
学 

作
家
と
作
品
』
中
央
公
論
社　

一
九
七
三
年
所
収
）
及
び
小
財
陽
平
「
三
宅
嘯
山
、
発
句
鑑
賞
の
方
法
―
『
俳
諧

古
選
』
短
評
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
江
戸
風
雅
』
第
四
号　

平
成
二
十
三
年
六
月
）

で
は
、『
唐
詩
選
』
特
に
『
唐
詩
訓
解
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。


